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 よく考え  心豊かに  たくましく 

【校訓】かしこい子 たくましい子 やりぬく子 なかよくする子 気持ちよく働く子 

 

≪自分の命は自分で守る！≫ ◎ よく考え  ◎ たくましく 
   

１９２３年９月１日、南関東を中心に巨大地震があり、「関東大震災」「関東地震」と呼ばれています。そし

て、自身が発生した日付から９月１日を防災の日としています。 

 

避難訓練や交通安全教室などで、日頃より「自分の命は自分で守る」ということを伝えています。子供た

ちは成長と共に、大人と行動することが少なくなり、仲間や一人で行動する機会が増えていきます。その

際、自身の命を脅かすような事態に遭遇した際、「自分の命は自分で守る」

ための知識や技能を身に付けなくてはなりません。 

 

本校では、９月１日、不審者対応の訓練を実施しました。 

 

平成１３年６月８日、大阪教育大学附属池田小学校に凶器を持った男が侵

入し、児童８人が殺害され、児童１３人と教師2人が傷害を負いました。この

事件をきっかけにそれまでは一部でしか行われていなかった不審者を想定した避難訓練が全国的に実施

されるようになりました。 

 

9時４０分 不審者が昇降口から校内に侵入。教職員からの声掛けに応じず、さらに校舎内に侵入しよ 

うとする。110番通報。 

９時４５分 全校に対する暗号を含んだ放送。「事務室にスズメバチが侵入しました。安全に気を付け

て、教室から出ないようにしてください。」 

     各教室では、扉の施錠をし、扉の前に子供の机を使ってバリケード。子供たちは不審者に

気づかれないように廊下側の壁際に。担任は、箒などを手に。 

     現場では、不審者への粘り強い対応により、1階へ。校内放送。「スズメバチは現在 1回廊

下付近にいます。ご注意ください。」 

９時５２分 不審者、駆けつけた警察官により身柄を拘束される。「スズメバチが捕まりましたが、児童

の皆さんは、引き続き教室で静かに待ちましょう。」 

     各担任は、学年主任に児童数・異常の有無を報告し、本部に集約。 

 

異常が大まかな避難訓練の流れです。 

訓練に先立つこと８月２５日、埼玉県警西入間警察署の署員の方を招いて、教職員を対象とした不審者

対応訓練を実施しました。当日は、不審者対応の基本的な対応方針を学び、さすまたの使い方を学びまし

た。 

学校は、児童・生徒にとって安心・安全な場所でなければなりません。そのために、学校として、教職員

として準備しておくことは多岐に及びます。しかし、基本は「自分の命は自分で守る」こと。不審者対応に

ついて、ご家庭でも話題にしていただけますと助かります。 

やなぎの子   



      

 

≪音を楽しむ≫       ◎ 心豊かに   
 

 「音を楽しむ」と書いて、「音楽（おんがく）」と読みます。 

 ９月１・２日、文化庁主催「みんなのコンサート」を本校で開催しました。 

 来校したのは、昨年度も演奏していただいた楽団が来校しました。編成は、フルート、ヴァイオリン、ヴ

ィオラ、チェロそれとソプラノ、テノール。 

  

 クラシックの演奏を聴くだけでなく、声楽のレクチャー、楽団の伴奏をバックに今月の歌「手のひらを

太陽に」を合唱したり、代表児童による指揮者体験があったりと、あっという間の４５分でした。 

  

 「みんなのコンサート」をきっかけに普段から音楽に触れる機会、クラシック音楽に触れる機会が一人

でも多く、一人でも長く、あると開催した意義があると考えています。 

 

 普段から音楽を聴いている方は、聴いている音楽の幅を広げてみるのも良いでしょう。新しい発見がき

っとあるはずです。 

 

 参考に当日の演奏曲目の一部を紹介します。 

 ・ディヴェルティメント ニ長調より第3楽章（W.A.モーツアルト） 

 ・『アルルの女』より「メヌエット」（G.ビゼー） 

 ・トロイメライ（R.シューマン） 

 ・『魔笛』より「俺は鳥刺し」（W.A.モーツアルト） 

 ・『四季』より「春」第 1楽章（A.ヴィヴァルディ） 

 ・ラデツキー行進曲（J.シュトラウス 1世） 

 

 全員がピアノやギターなどの楽器を演奏できるようになる必要はありません。年 1 回でも家族で生の

演奏に触れる機会があるとよいですね。また、家庭で音楽が流れているような時間があるとよいですね。 

 

 音楽だけとは限りません。家族で美術館・博物館施設に行くのもよいですね。そして、これからの季節、

移り行く風景を楽しむことができると思います。家族で散策を楽しむことができると思います。また、身

体を動かすと清々しさを感じられるようになってきました。家族でみんなで楽しく体を動かす機会がある

とよいですね。 

 

 上述したこと、普段の学校生活ではできません。むしろ、家庭や地域で積極的に実践していただきた

いことです。また、全てのことをやることは困難です。音楽・芸術・自然・運動等ご家族で取り組めるもの

から、子供の考えも考慮して、実践していただけるとありがたいです。 

 

 暑さも一段落してきました。何をするにも気持ちのよい季節です。 

 ぜひ、家庭・地域で実践していただき、実のある秋を迎えられることを祈念しております。 


